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　既に企業の6割以上が取り組み始め
本格的な普及期に入った仮想化。低迷
を続ける経済状況を反映してか、その
8割がIT資産の運用管理・保守コスト
などの削減が目的の導入であるとみら
れています。
　今後、物理環境から仮想環境へプ
ラットフォーム（実行環境）が移行す
る上で、その対応が重要になります。
　システムを継続的に利用するための
「信頼性・可用性」や、業務量の増加
を見越したシステムの「性能・拡張
性」、システムのサービスレベルを維
持する「運用・保守性」といったシステムに関する要件は、仮想環境に移行すること
で大きく影響を受けるため、これまでとは異なる対処が必要です。
　仮想化に取り組むことで、ハードウェアの削減や省スペース・省電力などによる大
幅なコスト削減と、仮想サーバの迅速な構築がメリットとして考えられる一方で、１
つのハードウェアに複数の業務アプリが動作することから、性能の干渉や障害の影響
範囲の特定が困難になるなどのデメリットも想定しなければなりません。
　そのため、これらのメリットとデメリットを考慮した上で、「信頼性・可用性」、
「性能・拡張性」、「運用・保守性」というシステムの要件を満たすことが仮想化の
効果を最大化するポイントになります。

　日立製作所では、統合システム運用管理「JP1」
で仮想環境における構成の見える化を行ない、
SOAプラットフォーム「Cosminexus」でアプリ
ケーションに対する構築、起動、停止といった各種
操作を一括で実行することで、上記3つの要件への
対処法を提案しています。

図2 JP1による構成の見える化と、Cosminexusによる一
括操作で、仮想化のPDCAを支援

図1　企業の65％が仮想化に取り組み、その約8割はコスト削減が目的（出典：「企業IT動向
調査2010」JUAS）



●信頼性・可用性：障害影響範囲の迅速な把握と復旧
●性能・拡張性：アプリケーションの負荷パターンを考慮したワークロード管理
●運用・保守性：業務アプリケーションの配置を気にしない運用・保守

仮想化の効果を最大化するための3つのポイント
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　まず、信頼性・可用性については、万一障害が発生しても復旧時間をできる限り短縮しなければなりませんが、仮想化を適用す
ることでハードとアプリの対応関係が複雑になり、障害の影響範囲の特定に手間取ってしまうことが考えられます。
　JP1は、アプリケーションとハードの構成にマップして稼働状況を表示することにより、障害発生サーバの特定や業務への影響
範囲を正確かつ迅速に把握します。また、Cosminexusは、アプリケーションの動作環境の構築を自動化し、空きリソースに代
理サーバを立ち上げて迅速に業務を復旧させます。
　次に、性能・拡張性の要求では、仮想化後も物理環境と同等の性能を保証することが求められるものの、複数の異なる業務アプ
リが混在することによる負荷の重複が発生し、性能が一時的に低下することがあります。
　JP1は、アプリケーションとハードの両面からリソースの利用状況の統計を表示
することにより、アプリケーションの負荷のパターンの把握や、ハード毎のリソー
スプランニングを立てやすくなります。また、これらの情報から、オンライン業務
とバッチ業務という負荷パターンが異なるアプリケーションを組み合わせること
で、ワークロード管理を実現し、リソースの平準化や効率性向上を可能にします。
　そして、運用・保守性においては、仮想化後は特にハードと業務アプリの対応関
係が複雑化し配置の把握ができにくくなるため、アプリケーションの起動・停止や
更新が難しくなります。
　そこで、Cosminexusが分散配置されたアプリケーションをグループ化し、一括
操作することで、業務アプリケーションがどの物理サーバに配置された仮想サーバ
で動いているのかを気にせずに、業務アプリケーションを指定するだけで各種操作
を可能にします。また、アプリケーションの更新時も、業務を止めずにローリング
アップデートをワンタッチで実行できます。

　ただし、仮想化によるサーバ集約には、メモリの増大に伴う性能劣化という落とし穴が待ち受けていることも忘れてはなりませ
ん。その点、Cosminexusなら新たなメモリ管理技術により、常に安定した性能を確保することができます。これは他社に先駆
け、日立が特許出願中の独自技術で、今後仮想化が本格化しWebアプリケーションを複雑に運用する企業にとっては、極めて大
きな安心材料といえるでしょう。




